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続いていく
あなたとともに

平野区社会福祉協議会は、設立５０周年の節目を迎えました。

この５０年、地域のみなさまの温かいご支援とご協力のおか

げで、平野区の地域福祉を推進することができました。

これまで平野区社会福祉協議会に関わってくださった多くの

方々の思いを次の５０年につなぎ、広げていけるようにこれか

らも尽力してまいります。

あなたとともに「続いていく」平野区社会福祉協議会の姿を、

ぜひ見守っていただけますと幸いです。
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平野区社会福祉協議会
会長あいさつ

平野区社会福祉協議会 会長

林 幸男

　平野区社会福祉協議会は、昭和49年7月
に設立し、５０周年を迎えました。地域のみな
さま、地域の関係団体・施設のみなさま、歴代
会長はじめ役職員のみなさまのご支援とご
協力に深く感謝申しあげます。
　半世紀を経て、社会は変化し、福祉のニー
ズも多様化してきました。そのなかで、平野区
社会福祉協議会では、地区社会福祉協議会
をはじめ地域の福祉活動の支援、ボランティ
ア・市民活動センターの運営、地域包括支援
センター、見守り相談室、生活困窮者自立相
談支援事業、生活福祉資金貸付、あんしん
さぽーと事業、介護予防教室事業、老人福祉
センターの運営などに地域のみなさま、各機
関・団体・施設と連携して取り組んでいます。
　特に各地域の福祉活動をすすめるにあ
たっては、ボランティアのみなさま、関係者の
みなさまとともに歩んでこられたことに心よ
り感謝申しあげます。

　社会福祉協議会は、人と人とがつながりを
持ちながら、いきいきと暮らすことができる
「ともに生きる豊かな地域づくり」をめざして
活動しています。実現には、地域コミュニティ
でのつながりが大切です。日頃から近隣の
方々で様子を気にかけ合い、支え合う関係
が、地域の活動を豊かにするとともに非常時
には地域のみなさまを守る礎となります。令
和6年に能登半島地震が発生し、近年、台風
や大雨などの被害も数多く発生しています。
社会福祉協議会としても地域での「災害への
備え」の取り組みが地域コミュニティを強化し
ていく契機となると改めて感じております。地
域でのつながりづくり、支え合いの輪を広げ
ていけるよう引き続き尽力してまいります。
　次の50年に向けて、みなさまとともに地域
福祉の推進に努力を重ねてまいりたいと思い
ます。今後ともご支援、ご協力のほどよろしく
お願い申しあげます。

50年のつながりを未来へ
これからも地域のみなさまとともに

祝辞
Message of Congratulations

　社会福祉法人大阪市平野区社会福祉協議会が設立
50周年を迎えられましたことを心からお祝い申しあげ
ます。
　貴協議会におかれましては、これまで、住民主体の
理念のもと、地域のみなさまの絆を深め、ともに支え合
う社会を築くため、幅広く多くの活動をおこなわれ、本
区・本市の社会福祉の発展に寄与されています。心か
ら感謝申しあげます。
　設立から、50年の間に、社会経済情勢は大きく変化
し、福祉に関連するさまざまな制度が施行されている
その一方で、公的な支援だけでは解決できない課題も
近年顕在化しています。
　そうした状況下で、貴協議会におかれましては、福祉
課題や住民のニーズを的確に把握され、専門支援機
関・関係団体などと連係し、高度な専門性も存分に発

揮され、課題解決に向けて取り組んでおられます。
　そうした活動の積み重ねが、地域福祉の推進にも大
きな役割を果たしておられ、住民からの大きな信頼に
つながっています。
　貴協議会は、誰もが安心して暮らせる地域づくりな
ど、地域福祉の推進における平野区役所のパート
ナーとして非常に大きな存在です。住民からの期待の
みならず、平野区役所も大きな期待を寄せており、引
き続き、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申しあ
げます。
　結びに、これまでの輝かしい歴史と伝統が紹介され
ている記念誌の発刊を心よりお祝い申しあげるととも
に、貴協議会のさらなる発展、また、この記念誌にふれ
あうすべての方々の一層のご活躍を祈念しまして、お
祝いのことばとさせていただきます。

大阪市 平野区長

武市 佳代

　社会福祉法人大阪市平野区社会福祉協議会が設立
５０周年を迎えられたましたことをこころからお祝い申
しあげます。
　貴会におかれましては、昭和４９年に平野区発足とと
もに設立されて以来、区内の地域福祉の拠点として中
核的な役割を担うとともに、地域共生社会の実現に向
けて、林会長をはじめ歴代の役職員、地域住民、関係
機関・団体が一体となり、歴史ある平野の地で多彩な
地域福祉活動に積極的に取り組んでこられたことに深
く敬意を表する次第でございます。
　近年、社会や生活の大きな構造的変化によって地域
のつながりも希薄になり、社会的孤立や生きづらさを

抱える人が増えています。内外の社会情勢や物価高騰
の影響も重なり、生活困難に陥る人も増加し、地域に
おける生活問題はさまざまなかたちで深刻化していま
す。また、地域住民や関係機関との協働による災害時
に備えた体制づくりを推進していくことも求められて
います。そのような背景にあって、地域のニーズ把握か
ら幅広い協働、新たな活動の創造に向かって、貴会の
役割は今後ますます重要なものとなっております。
　これからも地域住民の声を大切にしながら、地域に
根差した事業を展開されますとともに、設立５０周年を
契機に、貴会がより一層の発展を遂げられますことを
お祈りいたしまして、お祝いのことばといたします。

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会 会長

永岡 正己

0303 0404



おもちゃ図書館「にこっと」

ボランティア・市民活動
センターの運営

福祉教育の推進

地域福祉活動の推進

当事者組織活動の支援

社会福祉施設連絡会

こどもの居場所ネットワーク

地域福祉活動
コーディネーター事業

介護予防教室事業（なにわ元気塾）
「にこにこ教室」

地域における要援護者の
見守りネットワーク強化事業

地域包括支援センター事業

生活困窮者
自立相談支援事業

あんしんさぽーと事業
（日常生活自立支援事業）

生活福祉資金貸付事業

老人福祉センター事業

生活支援体制整備事業

平野区社会福祉協議会の事業・活動を紹介します。

活動の担い手を広げる活動や、交流の場をつくる活動、福祉に関する情報を届ける活動など、多岐にわたります。

　社会福祉協議会（「社協」）は、人と人とがつながりを持ちながら、いきいきと暮らすことができる「ともに生
きる豊かな地域づくり」を目的に活動をおこなっています。
　地域の福祉課題を地域全体の問題としてとらえ、その解決に向け、ともに考え、話し合い、協力して解決に
向け取り組み、住民主体の地域づくりをすすめます。
　活動には、地域住民、保健・医療・福祉などの関係機関や専門家、当事者組織、企業など地域のさまざまな
人たちが関わっています。活動に賛同する方からの会費や寄付、共同募金の配分金や行政からの委託金な
どで運営する、社会福祉法に基づく公共性の高い民間の非営利団体です。

事業・活動紹介社会福祉協議会とは
しゃ

しゃきょう

きょう

社会福祉協議会活動の５つの原則

住民ニーズ基本の原則

社会福祉協議会は、次の活動原則に基づいて、それぞれの特性を生かした活動を展開しています。

1
調査などにより地域住民の要望や福祉課題についての把握に努め、
そのニーズに基づく活動をすすめます。

住民活動主体の原則2 住民の地域福祉への関心を高め、そこから生まれた自発的な取り組み
を基礎とした活動をすすめます。

民間性の原則3 民間組織らしく、開拓性・即応性・柔軟性を生かした活動をすすめます。

公私協働の原則4
社会福祉をはじめ、保健・医療、教育、労働などの関係機関・団体と連
携をはかり、行政と住民組織の協働により活動をすすめます。

専門性の原則5
住民の福祉活動の組織化、ニーズ把握調査、地域福祉活動の計画づ
くりなど、福祉の専門性を生かした活動をすすめます。

　 社会福祉協議会のシンボルマーク

このマークは、全国共通の社会福祉協議会のシンボルマークです。社会福祉および社会福祉協議
会の「社」を図案化し、「手をとりあって、明るいしあわせな社会を建設する姿」を表現しています。

都
道
府
県・指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

連携 連携社会福祉協議会

民生委員・
児童委員

福祉施設・
事業所

行政

ボランティア、
NPO町会、

自治会
企業、商店

学校・教育
関係機関

司法・更生

医療機関

参加・協働

連絡調整 支援

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　 社会福祉協議会のネットワーク
社会福祉協議会は全国すべての市区町村、都道府県・指定都市、全国に段階的に設置され、ネットワークを
生かして活動しています。社会福祉協議会の活動は、多くの人々の手によってささえられています。
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おもちゃ図書館「にこっと」

　障がいがあったり、発達に遅れがある子どもたちに適
切なおもちゃと遊びの場を提供し、「遊び」を通して発達を
援助するとともに、多くの人とふれ合うことにより、地域で
の豊かな社会生活を支援しています。障がいのある子も
ない子もともに遊び交流し、育ち合う場になっています。
　1年を通じて、おもちゃ図書館に関わる保護者・ボラン
ティア同士の交流、情報交換、勉強会や講演会・交流会
を通じた学び合いの場、広報啓発、おもちゃの貸し出し
などをおこなっています。また、イベントを企画し、地域の
子どもたちやボランティアが交流する機会を提供してい
ます。

ボランティア・市民活動センターの運営

　ボランティア活動や市民活動に関する窓口です。「ボ
ランティア活動をしたい」「ボランティアにお願いしたい」
という思いをおつなぎし、支え合い助け合いの輪を広
げ、住みよいまちづくりを一緒に考えて活動しています。
ボランティアのマッチングやボランティア活動に関する
情報の提供、ボランティア養成講座やボランティア交流
会などのイベントを開催するなど、ボランティア・市民活
動を総合的にサポートしています。

福祉教育の推進

　普段の生活や学習の中で「ふくし」を学ぶことを福祉
教育といいます。「ふくし」とは「自分のしあわせ」と「みん
なのしあわせ」をともに考え、「ふだんのくらしのしあわ
せ」を実現させることをめざすものです。
　福祉教育は、さまざまな学習・体験、交流や活動など
を通して相手のことをよく知り、自分のことも知るという
「ともに生きる力」を育む取り組みです。
　社会福祉協議会は、福祉教育を大切にし、子どもから
大人の方まで幅広い世代を対象に実施しています。

地域福祉活動の推進

　私たちが暮らす地域には、さまざまな福祉課題があ
ります。その解決に向けて取り組むのが、地域福祉活
動です。この取り組みはさまざまな課題を地域全体の
問題としてとらえ、みんなで考え、話し合い、協力して
解決し、地域住民のみなさんが中心となり、福祉・介護
の専門職や関係機関団体が連携し、協働して取り組
むものです。
　地域の各種団体で構成される住民組織である地区
社会福祉協議会が住民主体でおこなっている居場所
づくり（「ふれあい喫茶」「子育てサロン」など）活動や見
守り（「高齢者食事サービス」など）活動などを支援しま
す。より効果的な活動ができるよう「地域で話し合う
場」を設けることをすすめています。
　また、地域福祉活動の支援を通じて、地域の福祉
課題・ニーズを発見し、課題解決に向けた新たな
サービス（取り組み）の開発など福祉活動の推進に
努めます。

　区社協がおこなっている各種事業や地域福祉活動
などを広く区民や関係団体に広報啓発するため、区
社協だよりを年３回発行しているほか、ホームページ
やSNSなども活用し、情報発信に努めています。
　その他、地域福祉に関する普及啓発や地域福祉活
動者（担い手）に対する研修の機会として、交流会・情
報交換会などを開催しています。

事業・活動紹介
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介護予防教室事業（なにわ元気塾）
「にこにこ教室」
　地域にお住まいの65歳以上の方を対象に、すべての高
齢者が年齢を重ねても自分らしくできる限り自立した生
活が送れるよう、月に1回体操、栄養、お口の健康、認知症
予防のお話など、日常生活に役立つ情報を得ることがで
きる教室を開催しています。地域の人々と交流の機会をも
つことで、生活圏域を広げ、認知機能や生活全般の活性
化をはかり、外出の機会が増えるなど、高齢者が要支援、
要介護状態になることをできる限り予防し、こころとから
だの健康を高めることができるよう支援しています。

事業・活動紹介

生活支援体制整備事業

　高齢者のみなさんが住み慣れた地域で自分らしく暮
らしていけるよう、介護予防（健康づくり・居場所づくり）
や生活支援（困りごとへの助け合い）の充実をめざし、地
域の体制づくりを多様な主体（地域団体や関係機関な
ど）と連携し、取り組みをすすめています。
　ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦のみの世帯、認知
症高齢者が増加するなか、高齢者のみなさんが住み慣
れた地域で元気に安心して暮らし続けていくためには、
医療・介護の専門的なサービスだけでなく、地域とのつ
ながりや生きがいをもって過ごすことが大切です。その
ため、生活支援コーディネーター（平野区の愛称：ささえ
愛支援員）が、地域の状況に応じ、高齢者が参加できる
活動や利用できるサービスなどの把握・整理、情報の発
信、高齢者を中心としたつどいの場や助け合い活動の
立ち上げ・継続などへの支援をおこなっています。また
地域の方々と多様な主体が一緒に地域の強みや課題な
どを共有・再発見しながら、それぞれの思いをつなぎ
「あったらいいな」をカタチにするための話し合いの場
（協議体）の運営などをおこなっています。

社会福祉施設連絡会

　区内の社会福祉施設（高齢福祉・障がい福祉・
児童福祉・保育など）が分野をこえ、地域の福祉
課題に連携・協働して取り組むことで地域福祉
の向上を目的とした社会福祉施設連絡会の事務
局を担っています。施設連絡会は、総会や役員
会、研修会などを開催しています。

当事者組織活動の支援

　「不登校・ひきこもり親の会」「発達障がいを話し
合う会」「談語（だんご）の会（介護家族の集い）」な
ど当事者を中心としたつながりづくりを支援して
います。同じような経験や境遇をもつ人たちが集
まり、悩みを分かち合い、解決のために学び、支え
合えるような場づくりを支援しています。

地域福祉活動
コーディネーター事業
　区内２３地域の会館や集会所を拠点に、各地
域に地域福祉活動コーディネーターが配置され
ています。困りごとの相談対応や支援の必要な
人への見守り体制を築くために、地域のアンテナ
役、パイプ役（つなぎ役）として、地域の団体や専
門職、ボランティアなどと連携して、地域福祉活
動の推進をはかっています。

こどもの居場所ネットワーク

　区内でこどもの居場所に関わる団体などの情
報交換、連携、協力を通じて、ネットワークづくり
をすすめることを目的として構成された「こども
の居場所ネットワーク」の事務局を担っていま
す。こどもの居場所ネットワークは、こどもの居
場所についての情報共有・意見交換、広報・啓
発、学習会や講座などの開催、物資や助成金の
情報提供などに取り組みます。
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事業・活動紹介

地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業

　見守り相談室では、住み慣れた地域で誰もが自分らしく暮らしていけるよう、一人ひとりの悩みや課題に寄り添い、解
決に向けてのサポートをおこないます。また、地域のネットワークを強化し、安心して暮らせるまちづくりをすすめるため
に、次の３つの取り組みを一体的にすすめています。

　事前登録された認知症高齢者な
どが行方不明となったときに、登録
された特徴などの情報を、区と協定
を結んだ協力者（民生委員・児童委
員、介護保険事業者など）にメール
で配信し、行方不明者の早期発見に
努めています。

地域包括支援センター事業

　高齢者の身近な総合相談窓口として、地域で暮らす高齢者のみなさんが、住み慣れた地域で安心していきいきと暮らし
ていけるよう、生活の困りごとや、介護保険・福祉サービス・認知症などに関する相談に応じています。主任ケアマネジャー、
保健師（看護師）、社会福祉士の３職種がそれぞれの専門性を活かし、チームとして連携しながら支援しています。

　   総合相談支援事業
　高齢者やその家族からの介護・福祉・保健などに
関する相談を総合的に受け、必要なサービスにつ
なぎます。

　   権利擁護事業
　高齢者虐待の早期発見・防止のための地域支援
体制づくりや成年後見制度の活用促進、消費者被
害防止のための情報提供などをおこないます。

　   包括的・継続的ケアマネジメント事業
　ケアマネジャーが孤立しないよう、連絡会や研
修会を開催し、多機関と連携ができるよう支援し
ます。

　   介護予防ケアマネジメント事業
　要支援１・２の方が適切なサービスを利用して介
護予防に向けた取り組み、自立した生活ができる
よう支援します。

生活困窮者自立相談支援事業

　経済的な問題のほか、就労や不登校・ひきこもりなど社会参加への不安を抱える生活困窮者に対し、自立をめざした
相談・支援をおこなう窓口として、「くらしサポートセンター平野」を区役所１階１９番窓口に設置しています。相談者の抱え
ている多様で複合的な課題に対して相談に応じ、その課題を踏まえた支援計画（プラン）を作成し、プランに沿って自立
に向けた支援をおこなっています。

老人福祉センター事業
（平野区老人福祉センター＜愛称：ひらりん＞指定管理）

　老人福祉センターは、地域における高齢者の生きが
いづくりや社会参加を支援するための施設であり、大阪
市内にお住まいの６０歳以上の方なら、どなたでもご利
用いただくことができます。地域の高齢者のみなさんが
健康で明るい生活を営むために必要な生活相談をはじ
め、各種教養講座の開催やレクリエーション事業の実
施、老人クラブなどの自主活動グループへの援助など
をおこないながら、高齢者のみなさんの社会参加を促進
し、生きがいづくり・健康づくりを推進しています。

あんしんさぽーと事業
（日常生活自立支援事業）

　権利擁護を目的として、認知症や知的障がい・
精神障がいなどにより判断能力が不十分な方が
地域で自立した生活が送れるように支援してい
ます。ご本人との契約に基づいて福祉サービス
などの利用援助や日常的な金銭管理サービス、
書類などの預かりサービスといった生活支援を
おこないます。

生活福祉資金貸付事業

　低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯など
に対して、大阪府社会福祉協議会がそれぞれの
世帯の状況と必要に応じた生活福祉資金の貸付
をおこなっています。貸付には「福祉資金」「総合
支援資金」「教育支援資金」などがあり、平野区社
会福祉協議会では、貸付に関する相談・手続き、
必要な援助指導などをおこなっています。

機能 1 機能 2 機能 3
認知症高齢者などの行方不明時の

早期発見
　地域や社会とのつながりから孤立し
ている、必要な支援を受けていない、
あるいは制度の狭間や複合的な課題
を抱えている世帯などに対し、福祉専
門職のワーカー（CSW）が出向き、関
係機関と連携をとりながら地域の見守
り活動や適切な福祉サービスなどにつ
なげる支援をおこなっています。

孤立世帯などへの専門的対応

　災害時の支え合い（避難支援な
ど）を視野に入れた、要援護者名簿
の整備をおこない、名簿を活用した
地域での見守り活動の推進、地域の
見守り体制の構築とニーズ把握がで
きるしくみづくりを地域で活動され
ている方々とともに広げています。

地域の見守り活動への支援

1 2

3 4

主
な
４
つ
の
業
務
内
容

11 12



平成25年度

2億7474万円

人口

201,722人
平成12年

196,633人
平成27年

192,152人
令和2年

登録ボランティア数
平成5年度

区社協だより  発刊数

出生率

平成12年 平成27年 令和2年

12.3‰
7.7‰ 6.6‰

高齢化率

平成12年 平成27年 令和2年

15.4%

27.6% 28.7%

個人80名

グループ13グループ

令和5年度

個人 233名
63グループグループ

平成5年3月に平野区
ボランティア・ビューロー
（現・平野区ボランティア・
市民活動センター）を開
設。ボランティア活動を
する方々と依頼する方々
をつないできました。

平野区社会福祉協議会の事業や各地域の活動などの情
報を広く発信。時代に合わせてSNSを活用した情報発信
にも取り組んでいます。

85号
平成6年7月発刊から
令和6年2月現在

歳入金額
令和5年度

車いす貸出件数

平野区在住で、車いすを必要とする方々への貸出サービ
スを実施しています。

平野区社会福祉協議会がおこなう事業は、賛助会員の方々の会費や、善意銀行への寄付金、赤い羽根共同募金など、
多くの方々の協力に支えられています。

245件

3億4540万円

令和5年度

※出典：国勢調査

※出典：国勢調査※出典：厚生労働省「人口動態統計」

平野区の姿をデータでご紹介いたします。

時の流れに伴い、変化する地域の状況にあわせて、

さまざまな事業を実施しています。

数字で見る
平 野 区
Hirano Ward’s Data
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1974
7月 
平野区社会福祉協議会
設立

昭和４９年

  3月 平野区ボランティア・ビューロー開設
12月 社会福祉法人 大阪市平野区社会福祉協議会設立（法人認可）

1993平成５年

2月 手話落語講演会開催（林家とんでん平氏）

1995平成7年

  3月 福祉講演会開催（橋凡子氏）
11月 地区社協役員研修会開催

1996平成8年

3月 子育て講演会開催（堀ちえみ氏）

1997平成9年

9月　平野西社協でふれあい型
　　　 　　食事サービス開始
　　　　　（以後、各地域で実施）

1989平成元年

1月　第1回平野区ボランティア
 スクール開講

1978 昭和53年

6月　善意銀行発足

1975 昭和50年

3月 ボランティア・ビューロー登録
 　　ボランティア懇談会開催
5月 初級手話講習会開催
6月 ボランティア・スクール開催
7月 平野区社協だより創刊

  9月 高齢者福祉月間事業実施
 布団丸洗い・乾燥サービス事業実施
 （令和５年度で終了）
10月 平野区福祉機器展開催
11月 ハンディをもつ人と登録ボランティアとの交流会

1994平成６年

  3月 講演会開催（浜村淳氏）
  6月 区在宅サービスセンター（にこにこセンター）開所
 在宅介護支援センター事業、デイサービス事業、
 生活支援型食事サービス事業などを開始
  9月 送迎サービス開始（令和元年度まで）
10月 おもちゃ図書館「にこっと」オープン
11月 平野区社会福祉施設連絡会設立

1998平成10年

1954
平野・平野西・喜連地区社協 発足

昭和２９年

1975
瓜破東地区社協 発足

昭和５０年

1978
喜連北地区社協 発足

昭和５３年1979
加美東地区社協 発足

昭和５４年

1985
瓜破北地区社協 発足

昭和６０年

1992
新平野西地区社協 
発足

平成４年

1994
長吉六反地区社協
発足

平成６年

1955
長吉東部・瓜破・加美地区社協 発足

昭和３０年

1956
加美南部地区社協 発足

昭和３１年

1961
平野南地区社協 発足

昭和３６年

1964
喜連西地区社協 発足

昭和３９年

1967
長吉西部地区社協 
発足（～2021年度）

昭和４２年

1971
喜連東地区社協 発足

昭和４６年

1974
瓜破西地区社協 発足

昭和４９年

1972
加美北地区社協 発足

昭和４７年

平野区社会福祉協議会設立から50年。

さまざまな取り組みを積み重ね、あゆんできました。

…地区社協のあゆみ …平野区社協のあゆみ

Hirano Ward Council of Social Welfare 50th History

50年のあゆみ
平 野 区 社 会 福 祉 協 議 会

平野区社協だより創刊

子どもたちとともに学ぶ～福祉教育～

にこっとオープンの
お知らせ

～社協だより～
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ささえあい通信創刊

4月 介護予防教室事業（なにわ元気塾「にこにこ教室」）開始
 平野区子ども・子育てプラザ事業開始（平成２８年度まで）
 地域包括支援センター事業開始（平成２１年４月から３か所に）
7月 平野区地域福祉アクションプラン「和っしょい！ひらの」策定

2006平成１８年

  4月 地域福祉活動コーディネーター配置
10月 くらしサポートセンター平野開設
12月 不登校・ひきこもり親の会誕生
 発達障がいについて話し合う会誕生

2014平成２６年

  4月 平野区見守り相談室開設
 緊急食糧等提供事業開始
11月 平野区ボランティア・市民活動
 センターに名称変更

2015平成２7年

  3月 マスコットキャラクター（にこりん）決定
11月 平野区社会福祉協議会法人化２５周年記念
 　　　第１回地域福祉講演会（堀田力氏）
 　　　第２回地域福祉講演会（蛯沢光氏）

2018平成30年

2月 通所介護事業休止
3月 生活福祉資金新型コロナウイルス
 感染症特例貸付の実施
7月 外出自粛高齢者・障がい者等 
 見守り支援事業

2020令和2年

  6月 ふれあい喫茶ボランティア
 交流会開催
11月 地区社協役員研修会開催

2022令和4年

3月 フードパントリー実施

2021令和3年
2月 異業種交流会開催

2023令和5年3月 全員集合！ボラセンまつり開催
 （ボランティア・市民活動センター開設１周年）
8月 平野区ふれあい・ささえ愛アンケート調査実施

2017平成２9年

2000
長吉六反東・長原東
地区社協 発足

平成１２年

2002
長吉出戸地区社協 発足

平成１４年

Hirano Ward Council of Social Welfare 50th History

50年のあゆみ
平 野 区 社 会 福 祉 協 議 会

2022
長吉長原・長吉川辺
地区社協 発足

令和4年

  2月 長吉西部社協でふれあい喫茶開始（以後、各地域で実施）1999平成１１年

4月 介護保険法施行
 　　　介護保険事業者として事業実施
 車いす貸し出し事業開始
 小地域福祉ネットワーク事業開始

2000 平成１２年
10月 地区社協活動研究会

2001平成１３年

10月 平野区まちづくりセンター開設
 （平成２８年度まで）

2012平成２４年

6月 生活支援体制整備事業開始

2016 平成２8年 11月 地域福祉活動報告会
 　　　にこにこ交流ライブｉｎひらの

2019令和元年

10月 セカンドライフ創出事業

2007平成１９年

10月 平野区地域福祉
 アクションプラン研究会
12月 平野区介護家族の会
 「談語の会」スタート

2005平成１７年
区社協マスコットキャラクター

にこりんです

地区社協活動ハンドブックなどの作成

大盛況！「全員集合！ボラセンまつり」
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居場所

Go Action
平野区23地域の活動紹介

平野区
MAP

活動が一目で分かる5つのテーマ

平野西・平野南・喜連・喜連西・
長吉六反東

集う人がそこにいて心地良いと思える場
を生み出すことでお互いに気にかけ合う
関係づくりも生まれています。

みなさんの身近な地域で取り組まれているさまざまな取り組みや活動を紹介します。
活動に関わるみなさんの想いも一緒に紹介しています！

加美北

加美

加美東

加美南部

喜連西

瓜破西
瓜破

瓜破東

長吉出戸

長吉
長原東

長吉
六反

長吉東部

長吉六反東

長吉長原

長吉川辺

喜連東
喜連北

喜連

平野

平野南新平野西

平野西

瓜破北

見守り

平野・新平野西・長吉東部・
長吉川辺・瓜破西

困りごとを抱えた方が地域でつながりを
もって暮らせるよう、日頃から気にかけた
り、非常時の安否確認について考えたり
している方々がいます。

人材・人財

喜連東・喜連北・長吉長原東・
長吉六反・長吉長原・
瓜破北・加美・加美北

地域のために自分ができることを考え行
動する方々が、地域を盛りあげ、豊かにし
ています。

防災

瓜破東・加美東災害への備えは、個人・各家庭ですすめ
るだけではなく、地域全体で取り組むこ
とで、大きな効果を発揮します。

交流

長吉出戸・瓜破・加美南部お祭りやスポーツなど、何かひとつのこと
に取り組むために集まる場があれば、そ
の活動を通して人びとがつながり、交流
できるようになります。

ibasho

mim
amori

bousai

kouryu

jinzai

2121 2222



平
野
西
地
域

区社協からの提案をきっかけに、地域の高齢化がすすむなか住民が集える場として
ふれあい喫茶をオープン。スタッフも参加者もお互いを思いやる、温かい関係ができています。

スタッフは参加者の体調を把握するように心がけています。ふれあ
い喫茶には区社協や地域包括支援センターの方も来るため、困り
ごとがある方を支援につなげることができます。また、ふれあい喫
茶と同時に定期開催する「介護なんでも相談会」では、保健師・薬剤
師の方が、健康に関する測定や相談に応じてくれています。

ふれあい喫茶活 動 活 動

ふれあい喫茶の開催情報を、平野西の広報誌
「そやんな」に掲載していただくことがありま
す。「そやんな」は全戸配布しているため、ふれ
あい喫茶に来たことがない人に情報を届ける
うえで役立っています。今後も、地域の方の孤
立を解消していくため、地域の見守りの輪を広
げられるようにしたいです。

ふれあい喫茶を人とつながる場に

ふれあい喫茶  運営のみなさま

平
野
南
地
域

にぎやか講座は、地域住民が主体となり、多様な企画をおこなう活動です。
活動を通して、地域住民同士の交流が深まり、地域の活性化につながっています。

この活動は地域の情報交換を通じて生まれました。地域住民の専
門知識を生かした講演会や、子どもたちが楽しめる工作教室など、
内容は毎回さまざまです。特に、子ども向けの講座では、自分で
作ったロケットを飛ばすなど、子どもたちの創造性を育むような企
画が好評です。

にぎやか講座

参加者から「楽しい」との声が寄せられると、嬉
しいものです。男性の担い手を増やすこと、孤
立しがちな高齢者の方々にも来てもらうことが
今後の課題です。にぎやか講座を通して地域
の魅力を再発見し、ともに楽しい時間を過ごし
ましょう。ご参加をお待ちしています。

平野南の魅力をみなさんと共有したい

まち中で困っている人がいた時に住民同士で声をかけて助け合えるよう、
講習会や訓練を実施。ワークショップ形式で学び、実践につなげています。

平
野
地
域

認知症の方や障がいのある方への理解を深める講習会やロールプ
レイングを実施し、困っている方に対してどのように声をかけたら
いいのかを学んでいます。知識を得て経験を積むことで、いざとい
うときに行動しやすくなることをめざしています。

声かけ活動活 動

長年継続していることで、ネットワークの広がり
を感じています。地域の方が集まり、一緒に学
び合うことで新しい活動が生まれることも。声
かけは勇気のいる行動ですが、たとえ空振りで
も、困っていそうな方を見かけたときに一歩踏
み出せるよう、一緒に学び合えると嬉しいです。

空振りでも、一歩踏み出すことが大切

新平野西地域は防災活動に力を入れており、高齢単身世帯に見守りも兼ねた
火災報知器の設置・状況確認のための訪問をおこなっています。

新
平
野
西
地
域

もともと消防署がおこなっていた訪問活動を、地域が引き継ぐ形で
始まりました。一度火災報知器を設置すると次の電池交換は10年
後ですが、つながりを大切にするため、その後も定期的に連絡をし
て、見守りを続けています。訪問してほしいという依頼もあり、見守
り活動が広がっています。

火災報知器の設置見守り活動活 動

火災報知器の設置だけでなく、防災グッズの配
布や小中学校での防災訓練、昼夜問わず年中開
かれている交番へのAED設置など、自分たちが
率先して主体的に動くことで、住民の方にも普段
から防災防犯について考え、安心安全なまちづく
りに向けて意識を高めてもらうことが目標です。

防災防犯の意識向上をめざす

防災活動に携わっているみなさま

平野地域の
活動者のコメント

平野西地域の人々 平野南地域の
活動者のコメント

ibasho ibasho

mim
amori mim

amori

新平野西地域の人々
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地域のリハビリ体操「リハネス」の開始を機に、一時期中断されていた百歳体操が再開しました。
医療機関と連携し、各専門機関への相談件数も増えています。

喜
連
西
地
域

参加者は開始当初の約20人から、現在は約80人に増加しまし
た。口コミなどで、喜連西地域以外からの参加者も増えています。
いつも参加している人が連続して休んでいたら、地域福祉活動
コーディネーターや地域包括支援センターの方が様子を見に行く
など、支え合いの輪が広がっています。

百歳体操活 動

地域をつなぐ、笑顔と活力の場
参加者の増加に伴い、場所やボランティアの不
足といった課題も抱えています。参加者の方々
から感謝の声をいただくと、今後も続けていこ
うと思います。専門機関との橋渡しができる場
でもあるので、気軽に来て、楽しくお喋りして、
色々と相談できる場でありたいです。

百歳体操運営のみなさま

毎週1回2部制で、社会福祉法人永寿福祉会「喜連の杜」のスペースをお借りして、百歳体操を実施。
最高齢は、96歳！40名以上の住民が参加し交流しています。

喜
連
地
域

百歳体操でめざすのは、体の健康維持だけではありません。地域
の方々が集まり交流することでコミュニケーションが生まれ、住
民同士が見守り合える場をつくることも大事な目的のひとつで
す。参加者同士で声かけをおこなうことで、健康や福祉的課題の
早期発見につながっています。

百歳体操活 動

困ったときに相談し合える関係づくり
百歳体操がきっかけとなって、住民同士や施設
の職員との関係を築けることで、何か困ったこ
とがあった場合は、気軽に相談してもらえるこ
とが多いです。必要な場合には、各専門機関に
おつなぎするなど、福祉施設を利用しているか
らこその支え合いをめざしています。

百歳体操
運営の
みなさま

喜
連
東
地
域

11年前から、ミニゲームや出店を楽しめるイベントを開催してきました。
会場は、子どもたちや出店を担当する地域の大人たちの活気あふれる声で満ちています。

地域活動協議会の役員と協議し、地域の子どもたちのためにでき
ることを考え、子どもフェスタを開催するようになりました。役員と
ボランティア約20人が運営しています。小学生が対象で、参加者
は毎年200人程度。コロナ禍でも、3部制で参加者を分散させて
実施しました。

子どもフェスタ活 動

今後、若い世代の方々にも企画を考えていただ
き、時代に合わせた楽しいイベントを実施する
ことをめざしています。コロナ禍を経て、ご近所
同士で集まる機会が減っ
てしまったことに課題を
感じています。少しずつ
声かけを続けて、地域の
さまざまな活動の担い手
を集めていきたいです。

子どもたちに楽しんでもらうために

企画・運営を担う
和田さん

地域の運動会や防災訓練など、地域の住民がつながり・支え合える企画を年間を通して実施。
若い世代が担い手となり地域の活動を続けられることが目標です。

喜
連
北
地
域

イベント俱楽部は、PTAや子ども会、青少年指導員で結成され、専
門機関などと連携し、喜連北地域のこどもフェスタやイルミネー
ションなどさまざまな活動を企画しています。一つの組織では難し
いことも、協力し合うことで実現をめざします。連携は、活動を持続
させる大きな力です。

喜連北イベント俱楽部活 動

若い世代が自分ごととして楽しみながら、地域
活動を担えるようにすることをめざしていま
す。キーになるのは子どもたち。自分たちが子
どもの頃に参加した地域のイベントを守ること
が、将来の子どもたちに私たちが今できること
です。活動を通して、喜連北を「住み続け
たい地域」として盛り上げたいです。

地域全体で子どもたちを見守る

喜連北
イベント俱楽部
役員のみなさま

ibasho

ibasho jinzai

jinzai

喜連地域の人々

喜連西地域の人々

喜連東地域の人

喜連北地域の人々
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誰もが健康かつ笑顔で過ごせるようにしたいと考え、百歳体操の活動を続けています。
一人ひとりが孤独を感じることのない場であることを大切にしています。

長
吉
六
反
地
域

地域住民にとってこの百歳体操は、運動だけでなくコミュニケー
ションの場でもあります。お互いの体調を気にかけ合ったり、協力し
て準備や片づけをおこなうなど、参加者同士がコミュニケーション
をとれる場になっています。体操を通じて知り合った人たちが別の
活動に参加し、交流が広がることもあります。参加された方々が笑
顔で生活を送っている姿を見ることが何よりの喜びです。

百歳体操活 動

平野区に百歳体操が浸透する前から、活動を
始めました。活動をおこないながら講習にも参
加。百歳体操が地域でより広がるように指導
員として活動しています。ありがたいことに、
「自分も運営に関わりたい」と声をあげていた
だいたことも。活動の輪を広げ、地域の方の心
と体の健康維持に貢献し続けたいです。

参加者とともに、活動の輪を広げる

百歳体操
運営の
みなさま

住民の方に食事を提供するサービスを地域全体に広げるために2021年から委員会を発足。
今では食事サービスに限らず、地域の課題を共有し検討するなど、地域活動の基盤となっています。

長
吉
長
原
東
地
域

食事を受け取りに来られたり、一緒に食事をしたりする中で、地域
住民のちょっとした変化や困りごとを察知し、助け合えるきっかけ
が生まれています。食事サービスの継続はもちろんですが、こうし
た地域の課題を考えられる場を持つことで、より住みやすい地域
をめざしたいです。

食事サービス委員会活 動

福祉施設とのコラボレーション
委員会の話し合いは、社会福祉法人優心会「こ
うのとり」のスペースをお借りして実施。地域に
開かれた施設であるため、何か困ったことがあっ
た際に気軽に尋ねられる拠り所となっています。
福祉施設との連携がはかれることで住民だけで
は解消できなかった課題にも取り組めます。

食事サービス委員会のみなさま

長
吉
東
部
地
域

地域住民が協力し、子どもたちの安全な登下校を見守る活動をしています。
子どもたちの成長を見守り、地域全体で子どもたちを育てるまちをめざします。

活動を開始してから、子どもたちは大人に積極的に挨拶するよう
になり、見守る側も子どもたちの成長を身近に感じています。顔
を覚えてもらえたり、感謝の声をもらえたりした時は、本当に嬉し
いです。子どもも大人も安心できる環境になり、活気あふれるま
ちにしたいです。

こども登下校見守り活動活 動

今後は登下校の見守りだけでなく、地域のイ
ベントや遊びを通して世代間交流もしていきた
いと考えています。この活動を新しい人たちに
引き継げるよう、回覧板だけでなく口コミで活
動を広め、継続して見守る人が増えるようなし
くみを作っていきたいです。

見守りから始まる地域コミュニティ

活動参加者のみなさま
ごはんですよ 運営のみなさま

週に1度、健康の館と2号棟集会所で炊き立てのごはんを配付しています。
配付開始時間には地域の方々が大勢集まり、談笑を楽しみながら行列に並んでいます。

地域内のつながりが希薄になってしまったことに課題を感じ、多く
の人が家から出てくる機会をつくるため活動を始めました。週1回
に約10kgのお米を炊き、200人以上の方に配付しています。この
活動をきっかけに、地域の方同士が顔なじみになり、お互いの健康
を思いやれるような関係ができることを願っています。

ごはんですよ活 動

感謝の言葉が励みになります。ごはんは、無料
でお渡ししていますが、妥協せず、冷めてもお
いしいものを用意するよう心がけています。今
後も多くの方に来ていただけるように、活動内
容を工夫していきたいです。

人と人のつながりを大切に長
吉
六
反
東
地
域

mim
amori ibasho

jinzai jinzai

長吉東部地域の人々

長吉長原東地域の人々

長吉六反東地域の人々

長吉六反地域の人々
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長
吉
長
原
地
域

地域のつながりを大切にしたいという声から始まったふれあい喫茶「いこい」。
今ではその名の通り、みんなにとってなくてはならない、憩いの場になりました。

町会長の声かけをきっかけに始まり、今年で10年目を迎えました。
現在も女性部や現役世代の男性など約10人のメンバーで運営し
ています。月に一度の開催ですが、毎回80人近くの方々に参加い
ただいており、活気に溢れています。ここに来れば誰かがいる、とい
う安心感が、楽しく交流できるポイントです。

ふれあい喫茶「いこい」活 動

普段来ている方が来ていなければ連絡を取る
など、自ずと支え合うようになりました。帰り際
に「ありがとう」と言ってくれると、やっていてよ
かったと思います。コロナ禍でも、何とか工夫し
ながら開催できたことで、地域のつながりを継
続できました。今後は、新しい方にも来てもらえ
たらと思います。

ご近所同士の絆が深まりました

ふれあい喫茶
運営のみなさま

見守り活動を担うみなさま

瓜
破
地
域

地域の住民が協力し農作物を育てています。春にはジャガイモ、秋にはサツマイモを
子どもたちと一緒に収穫。世代を超えて交流し、育み合える活動をめざしています。

「世代を超えた交流の場」をコンセプトに2021年から農園活動を開
始。春秋の収穫祭には約200人の方に参加いただきました。子ども
たちを中心にその親世代の参加率も高まっています。今後は若い世
代の方々にも参加いただき、一緒に輪を広げていきたいです。

瓜破農園活 動

農園に参加してもらえた方から、「農園が地域
の元気の源になってほしい」と言っていただい
たことがあります。農園という場で、子どもも大
人も高齢者も、住民同士が世代を超えて関わり
合うことにより、地域の方の笑顔が増えると嬉
しいです。

瓜破農園から地域を笑顔に
長
吉
川
辺
地
域

これまで活用しきれていなかった要援護者名簿に注目。援護が必要な方々のために
何かしたいという思いから、コロナ禍をきっかけに活動を始めました。

民生委員と協力し、年1回活動を実施しています。訪問前は、とても
緊張しますが、事前に勉強会を実施することや今までの活動の様子
や情報を共有し、継続した取り組みができるように工夫しています。
年１回の訪問ですが、顔を覚えてくれている方もおられて、嬉しいで
す。この活動がきっかけで、相談に来てもらえるなど、少しずつ地域
に定着してきたと実感しています。

要援護者名簿を活用した見守り活動活 動

私たちの訪問を、みんなに快く受け入れられて
いるわけではありませんが、何か困った時に助
けを求められる関係づくりが大切だと考えてい
ます。デリケートな面でもあるため、活動を広げ
ることよりも、細く長く、そして楽しく継続するこ
とを今後の目標としてきたいです。

訪問を重ねることで、信頼を築く

高齢者の健康増進に効果的なスポーツとして、グラウンド・ゴルフが注目されています。
長吉出戸地域活動協議会が主催し、年2回の大会をおこなっています。

長
吉
出
戸
地
域

長吉出戸地域のグラウンド・ゴルフ大会の歴史は長く、連合町会
が主催していた時代から数えると20年以上続いています。景品の
準備や当日の天候に合わせた対応など、大変なこともあります
が、「楽しかった」「また参加したい」といった声が多数寄せられ、や
りがいも大きいです。

グラウンド・ゴルフ大会活 動

誰でも大歓迎！ともに楽しみましょう
今後は、年齢性別問わず楽しめるスポーツで
あることを知ってもらい、若い人たちにも参加
してほしいです。ルールは簡単で、気軽に始め
られます。練習からでも、大会に飛び込み参
加でも可能です。他地域からも参加できます
ので、いつでも遊びに来てください！

大会運営のみなさま

瓜破地域の
活動者のコメント

mim
amori

kouryu

kouryu

jinzai

長吉長原地域の人々

長吉川辺地域の人々

長吉出戸地域の人々
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瓜
破
東
地
域

防災訓練では、消防署や区役所による勉強会や炊き出し訓練が実施されます。
要援護者の方々へ訪問し、安否確認をおこないます。

瓜破東地域全体を対象として、毎回約300人程度が参加してく
れています。昔は隣人同士の交流により、自然と声をかけ合って
いましたが、最近ではプライバシーの観点から一層の注意が必
要となっています。時代や地域の変化に対応しながら、災害時に
助け合える関係づくりを模索中です。今後は、次世代とのつなが
りを強化していきたいです。

防災訓練活 動

地域住民同士の助け合いは、大きな災害時に
こそ重要です。そのためには日頃から隣人とコ
ミュニケーションを取り、互いの状況を認識して
おくことが大切です。今後もご近所付き合いを
大切にし、地域全体で助け合う意識を育ててい
くことが目標です。

隣人との絆、防災の力 加
美
地
域

加美地域を、誰もが住みよいと思えるまちにするため、地域の魅力や課題などをひも解く
ワークショップをおこない、地域活動を住民により知ってもらい参画いただけるよう、
地域福祉活動計画づくりに取り組みました。

地域活動の担い手の方々が集まり、地域の魅力やめざす未来など
について意見を出し合い、付箋を模造紙に貼りながら話し合いをす
すめました。これまで加美地域でおこなってきた防災、高齢者や子ど
もたちの支援など、多岐にわたる活動を見直す機会になりました。

小地域福祉活動計画づくりに
向けた話し合い

活 動

加美地域の強みは団結力。小地域福祉活動計
画づくりの過程でも、加美をよりよい地域にし
たいという思いを共有しながらすすめてきまし
た。加美の魅力や地域活動の特徴をまとめた
リーフレットを配布し、より多くの住民のみな
さんに活動に参画してもらうことが目標です。

加美の強みを活かして住みよいまちへ

小地域福祉活動計画づくりに
参加されているみなさま

防災活動を
担うみなさま

要援護者名簿に記載されている方や70歳以上の単身の方などを定期的に訪問し、
様子をうかがったり、支援が必要な場合はサービスにつなぐなどの声かけ活動をおこなっています。

瓜
破
西
地
域

「つながりながら安心して住める地域をめざして」という言葉を掲
げ、令和3年から活動をしています。活動発足時は、どう声かけをす
ればよいかなどを一から考え、研修会を実施。現在も活動は広がっ
ています。

「声かけ隊」見守り活動活 動

訪問先で話したことがきっかけで、まちなかで
声をかけてくれたり、地域のつながりが強化さ
れていると感じます。今は、このネットワークを
もとに防災の活動にもつなげようと取り組ん
でいます。

地域活動を広げるきっかけに

「声かけ隊」
運営のみなさま

瓜
破
北
地
域

瓜破北地域は、全世帯が公営住宅にお住まいです。そのうち60％以上が高齢者となっています。
日々の生活で生じる困りごとを解消するため、依頼を受けて活動する「たすけあい活動」をしています。

電球の交換や換気扇の掃除、粗大ごみの処分など依頼内容はさま
ざま。活動を続ける中での声かけや住民同士の口コミを通して、気
軽に相談してもらえる窓口になってきました。利用者と地域が交流
を持つことで、地域の見守りにつながります。

瓜破北たすけあい活動の会活 動

業者に頼んだりするほどではない、日常の些細
な困りごと。どんなことでもまずは、相談してほ
しいと思います。活動でやりがいを感じるのは、
依頼を終えた後に「ありがとう」と言ってもらえ
る瞬間。これからも住民のみなさんとのつなが
りを大切にし、続けていきたいです。

「ありがとう」でつながる地域の輪

瓜破北たすけあい
活動の会のみなさま

mim
amori

bousai

jinzai

jinzai

瓜破西地域の人々

瓜破東地域の人々

瓜破北地域の人々

加美地域の人々
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　大阪市では、昭和４７年以降、高齢者食事サービス、ふれあい喫茶、子育てサロンなど住民が主体となって地域

福祉活動（小地域福祉活動）に取り組んできました。平野区においても、平成５年ごろから高齢者食事サービス、

平成１１年ごろからふれあい喫茶の活動が地域で開始されています。

　昭和４９年の平野区社協設立から５０年。少子高齢化が進行し、家族形態や地域基盤にも大きな変化があり、私

たちの暮らしは大きく変わり、地域の福祉課題は複雑、多様化しています。また、コロナ禍では、「人と人とのつなが

りづくり」の再構築が求められました。こうしたなかで、活動が途切れてしまわないように知恵と工夫を重ねて取り

組みを続けてこられた地域も多くありました。

　小地域福祉活動は、誰もが自分らしく暮らし続けられる地域をめざして、住民のみなさんが、それぞれの地域の

困り事や心配事などの解決に向けた方法や活動内容を考えて、地域のみなさんで取り組んでいく地域活動です。

平野区でも、子どもたちの登下校の見守り活動や高齢者の健康づくり、世代間交流、災害への備えなど地域の実

情、特性に応じて小地域福祉活動は広がりをみせています。平野区社協は今後も、地域のみなさんの支え合い、助

け合いの地域づくりを支援してまいります。

加
美
南
部
地
域

この地域に、毎年みんなで楽しめるイベントを作りたいという想いから、
サマーフェスティバルが誕生しました。今では約1000人が参加する一大イベントになっています。

サマーフェスティバルには、子どもから高齢者まで、年齢の垣根を越
えたたくさんの方に参加いただいています。地域の方同士の交流
が生まれるだけでなく、お祭りを通して、公共マナーや物の買い方
などを子どもたちが学ぶ場としても定着しています。

サマーフェスティバル活 動

地域の方から声をかけてもらったり、笑顔を見
られたりすることが何よりのやりがいとなって
います。加美南といえばこの夏祭り、と誇りに
思ってもらえるようなイベントにしたいです。子
どもたちが、将来また戻ってきたい、と思っても
らえる地域にしていくことが目標です。

地元への愛を育む夏祭り
災害時の最大の備えは日頃のふれあいと信じて、
次のような多様な活動を通して笑顔で安心・安全
な加美東を目指しています。
●ふれあい喫茶
●食事サービス
●子育てサロン
●見守り活動

●敬老会
●ボッチャ
  スポーツ大会
●加美東まつり

●ハイキング
●歳末夜警
●防災訓練
●人権講演会

避難所の手引きの発行や、防災啓発用のタオルの配付、避難訓練の実施など、防災活動を
おこなっています。地域の方々が日頃から防災を意識できるようにすることが目標です。

加
美
東
地
域

大規模災害に備え日赤分団長（町会長）と加美東防災リーダが中
心となって避難訓練、避難所開設訓練、防災訓練をおこなっていま
す。災害時の受付作業が簡単におこなえるように分団員（町会加入
者）の全員に団員証を配付して災害に備えています。また、災害時
に困難にみまわれた方からのSOS対応のために緑のタオルを配付
して日常から備えています。

加美東日赤奉仕団（加美東連合）活 動

加美北まつりは、地域のつながりを再生するための大きな一歩です。
若い世代も巻き込みながら、子どもから大人まで楽しめるまちづくりがすすんでいます。

加
美
北
地
域

地域の人々が交流し活気を取り戻すために、数年ぶりに加美北ま
つりを再開。700人以上の参加者が集まり、世代を超えたつながり
が生まれました。まつりをきっかけに顔なじみが増え、声をかけても
らえることもあり、とても嬉しいです。これまで加美北を盛り上げて
きた先輩方と若い世代とが協力しながら、加美北の未来をつくって
いけたらと思います。

加美北まつり活 動

近年、近隣同士のつながりが薄れがちななか
で、子どもたちを地域全体で見守っていくため
には、地域の行事が重要であると考えています。
他地域のやり方や良いところを取り入れ、PTA
を中心とした若い世代に参加してもらうことが、
次世代へつなぐ基盤になっていくはずです。

みんなでつなげる次世代へのバトン

加美北まつり
運営のみなさま

サマーフェスティバル運営のみなさま

つながり、広がる、地域での支え合い活動

Column

加美東地域の
活動者のコメント

bousaikouryu

jinzai

加美北地域の人々

加美南部地域の人々

3333 3434



役員紹介
Executive Profiles

令和6年12月現在

加美社会福祉協議会会長林 幸男理事（会長）

理事・監事

評議員

地区社会福祉協議会会長

豊田 幸一

松野 長次

髙木 文子

平野区地域振興会会長

平野区民生委員児童委員協議会会長

平野区地域振興会女性部長

理事（副会長）

⻆野 隆康

植西 正子

井上 秀忠

増井 久雄

十九川 廣

森本 克子

中谷 信夫

後藤 静男

杉田 善久

田中 米一郎

服部 政明

平野南社会福祉協議会会長

喜連北社会福祉協議会会長

長吉長原東社会福祉協議会会長

瓜破西社会福祉協議会会長

平野区民生委員児童委員協議会副会長

NPO法人オリーブひらの理事長

ボランティアグループ
ウィルチェアーダンス育成会「まゆみ劇団」

(社団）平野産業会理事長

平野区社会福祉施設連絡会副会長

平野区老人クラブ連合会会長

平野地区保護司会会長

理 事

万福 潤一

村上 洋子

平野区社会福祉施設連絡会副会長

近畿税理士会・税理士

監 事

戸田 昌克

今岡 敏夫

嶌谷 勉

井田 玉雄

上野 健一

大谷 貞子

南野 秀信

山本 聖司

富樫 龍夫

佐藤 貢

岡山 美惠子

坂本 伸夫

岡﨑 幸子

新平野西社会福祉協議会会長

平野西社会福祉協議会会長

喜連西社会福祉協議会会長

喜連東社会福祉協議会副会長

長吉六反東社会福祉協議会会長

長吉東部社会福祉協議会会長

瓜破社会福祉協議会会長

瓜破東社会福祉協議会会長

加美南部社会福祉協議会会長

加美東社会福祉協議会会長

新平野西地区民生委員児童委員協議会委員長

喜連西地区民生委員児童委員協議会委員長

長吉西部地区民生委員児童委員協議会委員長

南 喜代美

川野 光男

砂川 裕之

鶴澤 知典

浦尾 光子

上田 好子

磯田 恭子

吉田 英也

中山 美代子

西川 潤一

林 卓也

石田 易司

瓜破北地区民生委員児童委員協議会委員長

加美地区民生委員児童委員協議会委員長

平野区代表主任児童委員

平野区介護保険事業者連絡会副会長

精神保健ボランティアグループユニコーン代表

平野区更生保護女性会会長

平野区母と子の共励会会長

平野区子ども会育成連合協議会会長

平野区身体障害者団体協議会会長

平野区青少年指導員連絡協議会会長

大阪市平野人権協会理事長

桃山学院大学名誉教授

奥村 孫太郎
（昭和49年8月～）
東住吉区から分区

新田 一夫
（昭和56年7月～）

藤本 道造
（昭和63年7月～）

森田 昭信
（平成4年6月～）

垣内 正春
（平成22年6月～）

日下 俊弘
（平成26年4月～）

田中 智偉子
（平成27年1月～）

林 幸男
（令和3年6月～）

増井 久雄

山本 聖司

西尾 冨久二

林 幸男

富樫 龍夫

森安 徳政

佐藤 貢

瓜破西

瓜破東

瓜破北

加美

加美南部

加美北

加美東

大谷 貞子

井上 秀忠

上野 健一

森下 俊樹

日置 義明

西川 嘉彦

水田 勇

南野 秀信

長吉東部

長吉長原東

長吉六反東

長吉六反

長吉長原

長吉川辺

長吉出戸

瓜破

山中 政昭

今岡 敏夫

戸田 昌克

⻆野 隆康

山野 浩司

嶌谷 勉

大塚 晃宏

植西 正子

平野

平野西

新平野西

平野南

喜連

喜連西

喜連東

喜連北

歴代会長
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編集後記
Editor's note

連絡先・地図

〒547-0043　平野区平野東２-１-３０
平野区在宅サービスセンター（にこにこセンター）

平野区社会福祉協議会

06-6795-2525
06-6795-2929
月～金曜日　午前9時～午後7時
土曜日　午前9時～午後5時30分
※祝日・年末年始を除く

TEL

FAX

開館日
南港通

みずほ銀行

25 JR平野駅

コンビニ
商店街

平野駅

内
環
状
線

関西みらい
銀行

三菱UFJ銀行

北陸銀行

流町1

平野本町5

宮前東

大阪メト
ロ

谷町線

平野区社会福祉
協議会（平野区
在宅サービス
センター）

●平野区ボランティア・市民活動センター　TEL 06-6795-2200

●地域支援
●地域福祉活動コーディネーター事業
●生活福祉資金貸付相談窓口

●生活支援体制整備事業
●介護予防教室事業（にこにこ教室）
　TEL 06-6795-2525

●平野区地域包括支援センター　TEL 06-6795-1666

●平野区見守り相談室　TEL 06-6795-2577 ●平野区あんしんさぽーと　TEL 06-6795-2727

〒547-8580　大阪市平野区背戸口3-8-19 

くらしサポートセンター平野
（平野区役所1階19番窓口）

06-6700-9250
06-6700-9251
月～金曜日　午前9時～午後5時30分 
※祝日・年末年始を除く

TEL

FAX

相談日

〒547-0004　大阪市平野区加美鞍作１-２-２６

ひらりん
（平野区老人福祉センター）

06-6793-0880
06-6793-0868
月～土曜日　午前9時～午後5時
※祝日・年末年始を除く

TEL

FAX

開館日
ホーム
センター

加美

消防署
善正寺

JR大和路線

おおさか東線

新加美駅加美駅

至 天王寺

南港通

摂陽中

平野西
公園

コンビニ
コンビニ

平野区役所

大阪メトロ
谷町線

309

479

平野区役所前

平
野
駅

くらしサポート
センター平野
（平野区役所1階）

ひらりん
（平野区老人
福祉センター）

平野区役所北部
サービスセンター

この５０年間、地域のみなさまと歩んでこられたことに心より感謝申しあげます。

みなさまのご協力を得て、５０周年記念誌を発行することができました。

本記念誌発行にあたり、各地区社会福祉協議会はじめ地域の各団体、関係機関のみなさまに

ご協力いただきましたこと、厚くお礼申しあげます。

記念誌としては不十分なものでありますが、ご寛容のほどお願い申しあげます。記念誌がみな

さまの本会に対する一層のご理解につながり、また、５０年をふりかえり、新たな歩みを続けるため

の礎になれば幸いです。今後とも地域のみなさまとともに地域福祉の推進に努めてまいります。
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